
一般高齢者アンケート設問について

アンケート設問に関する考え方
資料5-1

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

1
アンケートを記入されたの
はどなたですか。

○ ○

2
令和８年１月１日現在の年
齢を教えてください。

○ ○

3
お住まいの地域を教えてく
ださい。

○ ○

4
現在、要支援認定を受けて
いますか。

○ △

5
家族構成を教えてくださ
い。

世帯状況や地域分布を把
握し、世帯構成別の回答
結果より事業の対象者・
対象地域・実施内容の検
討に活用する。

◎ ○

6
普段の生活でどなたかの介
護・介助が必要ですか。

要介護状態となる前の高
齢者の介護の必要度を把
握することで、事業の対
象者・対象地域・実施内
容の検討に活用する。

◎ ○

7
介護・介助が必要になった
主な原因は何ですか。

要介護状態になる前の高
齢者の介護・介助が必要
になった原因を把握し、
地域課題を把握する。

○ ○

8
主にどなたの介護・介助を
受けていますか。

要介護状態になる前の高
齢者の介護・介助の実態
を把握し、地域課題を把
握する。

○ ○

9
現在の暮らしの状況を経済
的にみてどう感じています
か。

高齢者の経済状態や地域
分布、経済状態別の回答
結果を把握することで、
事業の対象者・対象地
域・実施内容の際に活用
する。

◎ ○

10（1）
階段を手すりや壁をつたわ
らずに昇っていますか。

◎ ○

10（2）
椅子に座った状態から何も
つかまらずに立ち上がって
いますか。

◎ ○

10（3）
15分位続けて歩くことがで
きますか。

◎ ○

10（4）
過去１年間に転んだ経験が
ありますか。

◎ ○

10（5）
転倒に対する不安は大きい
ですか。

◎ ○

高齢者福祉計画及び
介護保険事業計画策定委員会

R8.5.28

基本項目を把握する。

運動器の機能が低下して
いる高齢者の地域分布を
把握し、事業の対象者・
対象地域・実施内容の検
討に活用する。
※（4）（5）では転倒リ
スクも把握する。
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一般高齢者アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

10（6）
週に１回以上は外出してい
ますか。

◎ ○

10（7）
直近１年間とその前年と比
べて外出の回数が減ってい
ますか。

◎ △

11 外出を控えていますか。 ○ ○

12
外出を控えている理由は、
次のどれですか。

○ ○

13
外出する際の移動手段は何
ですか。

高齢者の外出の際の移動
手段の実態を把握するこ
とにより、地域課題を把
握する。

○ ○

14（1）

あなたの住んでいるところ
から、次の(1）～（6）の目
的地までは、行きやすいで
すか。（移動手段は問いま
せん）

かかりつけ医院（診療所・
クリニック）

○ ―

14（2） 総合病院 ○ ―

14（3） スーパー・商店 ○ ―

14（4）
公共施設（役所、図書館な
ど）

○ ―

14（5） 銀行・郵便局 ○ ―

14（6）
サロン・趣味の場

○ ―

15

あなたが１人で外出できる
範囲はどこまでですか。
（移動手段は問いませ
ん。）

自力で外出可能な範囲の
状況を把握する。

○ △

16
家族・友人等の送迎支援は
期待できますか。

送迎を頼れる人の有無と
その頼みやすさの程度を
把握する。

○ ―

17

あなたは、目的地までの移
動に公共交通を利用してい
ますか。それは使いやすい
ですか。

公共交通の利用状況と使
いやすさを把握する。

○ ―

18
公共交通を「使いにくい」
「利用していない」理由を
教えてください。

公共交通の利用に至らな
い要因（背景）を把握す
る。

○ ―

19
あなたがあればよいと思
う・利用したいものはどれ
ですか。

必要とされる支援、サー
ビスのニーズを把握す
る。

○ ―

閉じこもり傾向のある高
齢者の地域分布を把握す
る。

閉じこもり傾向のある高
齢者の原因を把握する。

生活関連施設などへの行
きやすさの実態を把握
し、生活圏における利便
性や外出、社会参加のし
やすさに関する状況を確
認する。
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一般高齢者アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

20（1）
身長・体重を教えてくださ
い。

低栄養の傾向を把握す
る。

◎ ○

20（2）
半年前に比べて固いものが
食べにくくなりましたか。

口腔機能の低下のうち咀
嚼機能の低下を把握す
る。

◎ ○

20（3）
お茶や汁物などでむせるこ
とがありますか。

嚥下機能の低下を把握す
る。

○ ○

20（4）
口の渇きが気になります
か。

肺炎発症リスクを把握す
る。

○ ○

20（5）

歯の数と入れ歯の利用状況
を教えてください。（成人
の歯の総本数は、親知らず
を含めて32本です）

口腔の健康状態や義歯の
使用状況より、地域の歯
科医療や口腔機能向上に
関するニーズを把握す
る。

◎ ○

20（6）
定期的に歯科受診（健診を
含む）をしていますか。

オーラルフレイル予防に
関連する行動を把握す
る。

○ ○

20（7）
６ヶ月間で２～３kg以上の
体重減少がありましたか。

フレイルの状況を把握す
る。

○ ○

20（8）
どなたかと食事をともにす
る機会はありますか。

閉じこもり傾向と孤食の
関係性を把握する。

◎ ○

21（1）
物忘れが多いと感じます
か。

認知機能の低下している
高齢者の地域分布を把握
する。

◎ ○

21（2）
バスや電車を使って1人で外
出していますか。（自家用
車でも可）

◎ ○

21（3）
自分で食品・日用品の買物
をしていますか。

◎ ○

21（4）
自分で食事の用意をしてい
ますか。

◎ ○

21（5）
自分で請求書の支払いをし
ていますか。

◎ ○

21（6）
自分で預貯金の出し入れを
していますか。

◎ ○

21（7） 趣味はありますか。 ○ ○

21（8） 生きがいはありますか。 ○ ○

22
現在の生活で困っているこ
とは何ですか。

介護保険サービス以外に
必要となる生活支援サー
ビスを把握する。

○ △

社会参加の関係性を把握
し、社会参加する高齢者
の傾向を把握する。

日常生活能力（IADL）を
把握する。
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一般高齢者アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

23

今後も自分の希望する場所
で暮らしていくためには何
が必要だと感じています
か。

希望する場所で暮らして
いくために何が必要と考
えているのかを把握す
る。

○ ○

24

以下のような会・グループ
等にどのくらいの頻度で参
加していますか。
①ボランティアのグループ
②スポーツ関係のグループ
やクラブ
③趣味関係のグループ
④学習・教養サークル
⑤いきいき百歳体操やサロ
ンなど介護予防のための通
いの場
⑥老人クラブ
⑦町内会・自治会
⑧収入のある仕事

社会参加活動の状況を把
握する。

◎ ○

25

地域住民の有志によって、
健康づくり活動や趣味等の
グループ活動を行って、い
きいきした地域づくりを進
めるとしたら、あなたはそ
の活動に参加者として参加
してみたいと思いますか。

◎ ○

26

地域住民の有志によって、
健康づくり活動や趣味等の
グループ活動を行って、い
きいきした地域づくりを進
めるとしたら、あなたはそ
の活動に企画・運営（お世
話役）として参加してみた
いと思いますか。

◎ ○

27

見守りや介護が必要な人に
対してボランティア活動な
どをしてみたいと思います
か。

今後生活支援サービスを
充実させていく上で、担
い手となる人が、どの地
域にどの程度いるのかを
把握する。

○ △

28
どのようなことであればボ
ランティア活動などをして
みたいと思いますか。

担い手となる人のニーズ
を把握する。

○ △

29
現在のあなたの就労状態は
どれですか。

○ ―

30
あなたはいつ引退しました
か。

○ ―

地域づくりへの参加意向
を「参加者として」「お
世話役として」の両方の
立場における参加の意向
を把握する。

就労状況を把握する。
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一般高齢者アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

31
あなたの心配事や愚痴（ぐ
ち）を聞いてくれる人。

◎ ○

32
反対に、あなたが心配事や
愚痴（ぐち）を聞いてあげ
る人。

◎ ○

33
あなたが病気で数日間寝込
んだときに、看病や世話を
してくれる人。

◎ ○

34
反対に、あなたが看病や世
話をしてあげる人。

◎ ○

35
現在のあなたの健康状態は
いかがですか。

主観的健康観を把握す
る。

◎ ○

36
あなたは、現在どの程度幸
せですか。

主観的幸福感を把握す
る。

◎ ○

37

この1か月間、気分が沈んだ
り、ゆううつな気持ちに
なったりすることがありま
したか。

◎ ○

38

この１か月間、どうしても
物事に対して興味がわかな
い、あるいは心から楽しめ
ない感じがよくありました
か。

◎ ○

39 タバコは吸っていますか。

健康寿命に影響を与える
本項目と他項目の関係性
を把握し、地域特性を把
握する。

◎ ○

40
現在治療中、または後遺症
のある病気はありますか。

認定をうけていない高齢
者の既往を把握し、要介
護状態になる原因等の地
域課題を把握する。

◎ ○

41
治る見込みがない病気に
なった場合、どこで最期を
迎えたいですか。

○ ○

42
人生の最期をどのように迎
えたいか家族と話し合った
ことがありますか。

○ ○

うつ傾向を把握する。

人生の最終段階に対する
考え方を把握する。

たすけあいの状況を把握
することで、地域のうつ
傾向の発生状況を間接的
に把握する。
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一般高齢者アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

43

あなたは、アドバンス・ケ
ア・プランニング（ＡＣ
Ｐ、人生会議）について、
知っていますか。

ＡＣＰ（人生会議）の認
知度を把握する。

○ ○

44

もし、家族や医療介護関係
者等と医療・療養について
話し合う（人生会議を実践
する）時期があるとすれ
ば、いつごろが適切な年齢
だと思いますか。（話し
合ったことがある人は、い
つごろでしたか。）

ＡＣＰを実践するのに適
切と考える時期を把握す
る。

○ ○

45

もし、家族や医療介護関係
者等と医療・療養について
話し合うきっかけがあると
すれば、どのような出来事
だと思いますか。（話し
合ったことがある人は、何
がきっかけでしたか。）

ＡＣＰを実践する際、何
がきっかけとなりうるか
を把握する。

○ ○

46
あなたは認知症に対してど
のようなイメージを持って
いますか。

認知症に対するイメージ
を把握する。

○ ―

47
認知症の症状がある、また
は家族に認知症の症状があ
る人がいますか。

認知症の方の割合を把握
する。

◎ △

48
認知症に関する相談窓口を
知っていますか。

認知症に関する相談窓口
の認知度を把握する。

◎ ○

49
MCI(軽度認知障害）につい
て知っていますか。

MCI(軽度認知障害）の認
知度を把握する。

○ ○

50

今後、市が認知症施策を進
めていくうえで、どのよう
なことに重点を置くべきだ
と思いますか。

認知症に関する今後必要
な施策を探る。

○ ○

51
介護を受ける場合、どのよ
うな場所を希望しますか。

高齢者の介護に対する希
望・意向を把握する。併
せて施設整備の参考とす
る。

○ ○

52

今後、高齢者の増加に伴
い、介護サービスを利用す
る人の増加が見込まれてい
ます。その結果、保険料が
高くなる可能性がありま
す。保険料と介護サービス
の関係について、あなたの
考えにもっとも近いものは
どれですか。

介護保険サービスと保険
料の考え方を把握する。

○ ○
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一般高齢者アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方

国
設問

◎：必須項
目○：ｵﾌﾟｼｮ

ﾝ

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

53

現在、利用している「介護
保険サービス以外」の支
援・サービスについて教え
てください。

地域の中で介護保険サー
ビス以外の支援・サービ
スがどの程度利用されて
いるかを把握する。

○ △

54
利用していない理由は何で
すか。

介護保険サービス以外の
支援・サービスが利用さ
れていない理由とその背
景を把握する。

○ ―

55
市内に地域包括支援セン
ターがあることを知ってい
ますか。

地域包括支援センターの
認知度を把握する。

○ ○

56

地域包括支援センターでは
以下のような業務を行って
いますが、どのような業務
内容を知っていますか。

地域包括支援センターの
認知度だけでなく、業務
内容の認知度も把握す
る。

○ ○

57
成年後見制度について制度
の概要を知っていますか。

制度の認知度を把握す
る。

○ △

58
将来の自分について不安な
ことはどんなことですか。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズを把握す
る。

○ ○

59

成年後見制度を利用した場
合、以下のようなことを支
援することができますが、
どのような内容を知ってい
ますか。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズを把握す
る。

○ ○

60

問59の選択指支援をしてく
れる成年後見制度の利用に
ついてどのように考えます
か。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズを持つ方
の、準備についての考え
方を明らかにする。

○ ○

61

成年後見制度の相談ができ
る成年後見支援センターが
市内にあることを知ってい
ますか。

成年後見支援センターの
認知度を把握する。

○ ○
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介護支援専門員アンケート設問について

アンケート設問に関する考え方
資料5-1

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

1
勤務先の事業所番号を教えてく
ださい

○ ―

2
勤務先の事業所名を教えてくだ
さい

○ ―

3
令和８年１月１日現在のあなた
の年齢を教えてください

○ ○

4
介護支援専門員としての経験年
数を教えてください

○ ○

5
あなたの働き方は、常勤換算で
何人ですか

○ ―

6

あなたが担当している利用者は
何人ですか
※担当人数には、入院等により
サービスの利用がない人も含む
※要支援者は1/3人でカウント
してください

○ ―

7

加古川市は要支援１、2、事業
対象者の方に対して、自立の３
本柱（重度化防止・　本人の強
み・自己決定）に着目した自立
支援に取り組んでいますが、高
齢者が「元の生活に戻れる視
点」を新たに加えて取り組んで
いることを知っていますか

新たな自立支援の取り組
みに関する認知度を把握
する。

○ ―

8
あなたは、現在「元の生活に戻
る視点」を取り入れた支援を行
えていますか

○ ―

9 その理由を教えてください ○ ―

10
「元の生活に戻る視点」を取り
入れた自立支援に関する研修が
あれば参加しますか

○ ―

11 その理由を教えてください ○ ―

12
介護保険サービス以外に最も必
要だと思うサービスは何ですか

今後整備していく生活支
援サービスで、どのよう
なものを導入していけば
良いか把握する。

○ △

13
介護保険サービス以外のサービ
スで紹介したことがあるものは
何ですか

今後整備していく生活支
援サービスのうち、現在
どのようなものがあるの
か把握する。

○ △

高齢者福祉計画及び
介護保険事業計画策定委員会

R8.5.28

参加研修意向及びその理
由・背景を把握する。

基本項目を把握する。

元に戻る視点を取り入れ
た支援の実施状況を把握
するとともに、その理由
及び背景を把握する。
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介護支援専門員アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

14
介護保険サービス以外の情報を
どのように得ていますか

今後整備していく生活支
援サービスの情報提供の
場としてどのようなもの
が効果的なのか把握す
る。

○ ○

15

現在、地域資源サイト「かこ
サーチ」の配信に向け整備を進
めています。これが整備された
場合、支援に活用しますか

地域資源サイト「かこ
サーチ」整備後の活用意
向を把握する。

○ ―

16
利用者が入院した際、情報提供
書を病院に送付していますか

○ ―

17 送付していない理由は何ですか ○ ―

18
情報提供書は入院から２日以内
（入院の翌々日まで）に送付し
ていますか

○ ―

19
退院支援や調整をする中でどの
ようなことに困りましたか

○ ○

20
病院における退院前カンファレ
ンスが開催される時には、参加
していますか

○ ○

21
退院時に、病院の主治医または
連携担当者（地域連携室など）
と円滑な連携がとれていますか

○ ○

22
利用者の病状や健康状態につい
て主治医と連絡をとっています
か

○ ○

23

あなたが主治医との連携が必要
だと思われるケースでは、実際
に主治医と連携が図れています
か

○ ○

24
連携が図れていない主な理由は
何ですか

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

25
利用者の服薬管理などについて
薬局（薬剤師）と連携が図れて
いますか

薬局（薬剤師）と連携が
図れているか現状を把握
する。

○ ○

26
連携が図れていない主な理由は
何ですか。

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

退院調整等の時に、医療
と介護の連携が図れてい
るか現状を把握する。

入院時の情報提供書の送
付の実態を把握する。

医療と介護の連携の現状
を把握する。
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介護支援専門員アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

27
利用者の在宅生活を支えるため
に連携を強めたい職種・機関は
どこですか。

連携強化を希望する職種
や機関を把握する。

○ ○

28
家庭内における高齢者虐待を疑
う事例を経験（担当）したこと
がありますか。

高齢者虐待について、ど
れくらいの介護支援専門
員が経験をしているのか
現状を把握する。

○ ○

29

今までに高齢者虐待を疑う事例
に出会ったとき、市や地域包括
支援センターへ相談（通報）し
ましたか。

高齢者虐待を疑う事例に
ついては、市や地域包括
支援センターへ通報する
義務がありますが、どの
程度通報されているのか
現状を把握する。

○ ○

30
相談（通報）しなかった理由は
何ですか。

通報しなかった理由を把
握することで、今後の市
や地域包括支援センター
の在り方などを検討する
一つの材料とする。

○ ○

31
高齢者虐待への対応として必要
な制度や仕組みはどのようなも
のだと思いますか。

高齢者虐待への対応とし
て、市や地域包括支援セ
ンターとの連携に介護支
援専門員が何を求めてい
るのかを把握する。

○ ○

32
認知症高齢者の支援において、
困っていること（困ったこと）
はありますか。

今後増加が予測される認
知症高齢者について、介
護支援専門員が何に困っ
ているのか現状を把握す
る。

○ ○

33
認知症高齢者への支援で必要な
ことはどのようなことだと思い
ますか。

介護支援専門員の視点か
ら、認知症高齢者の支援
について何が必要と感じ
ているのかを把握する。

○ △

34
今後、認知症施策を進めていく
うえで、どのようなことに重点
を置くべきだと思いますか。

介護支援専門員の視点か
ら、市に求められている
ものが何かを把握する。

○ △

35

加古川市では、認知症の人や家
族を支援するために、市内の地
域包括支援センターに認知症地
域支援推進員を配置しています
が、知っていますか。

認知症施策の一環として
平成２５年度より各地域
包括支援センターに認知
症地域支援推進員を配置
しているが、その認知度
を把握する。

○ ○

36
成年後見制度の相談ができる成
年後見支援センターが市内にあ
ることを知っていますか。

成年後見支援センターの
認知度を把握する。

○ ○

37
あなたの担当している利用者の
制度等の利用状況を教えてくだ
さい。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズ（特に量的
側面）を把握する。

○ △

38

あなたの担当している利用者で
成年後見制度を利用したほうが
いいと思う人について教えてく
ださい。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズ（特に量的
側面）を把握する。

○ △

39
利用したほうがいいと思う理由
について教えてください。

専門職がどのような点か
ら成年後見制度の利用を
考えるきっかけとなった
かを把握する。

○ ○
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介護支援専門員アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

40
成年後見制度を利用をすべきで
あるが、利用に至らない理由は
何ですか。

○ ○

41

（別のサービス、制度などによ
り対応できている場合）別の
サービス、制度を具体的に教え
てください。

○ ○

42
高齢者が在宅での生活を続ける
ために必要なことはどのような
ことだと思いますか。

介護支援専門員の視点か
ら、在宅介護で必要なこ
とが何かを把握する。※
看取りに関わったことが
ある介護支援専門員の回
答とクロスさせる。

○ ○

43
在宅での看取りに関わった経験
がありますか。

看取りに関わったことが
ある介護支援専門員数を
把握する。

○ ○

44
在宅で看取りをするために連携
できる医師がいますか。

医師との連携状況を把握
する。

○ ○

45

あなたは、アドバンス・ケア・
プランニング（ＡＣＰ、人生会
議）について、知っています
か。

ＡＣＰ（人生会議）の認
知度を把握する。

○ ○

46
ＡＣＰを利用者に対して実施し
たことがありますか。

ＡＣＰの経験・浸透度合
を把握する。

○ ○

47

もし、家族や医療介護関係者等
と医療・療養について話し合う
きっかけがあるとすれば、どの
ような出来事だと思いますか。
（話し合ったことがある人は、
何がきっかけでしたか）

ＡＣＰを実践する際、何
がきっかけとなりうるか
を把握する。

○ ○

48
ケアプランニングの中でＡＣＰ
を実践できますか。

○ ○

49
ＡＣＰが実践できない（難し
い）と思う理由は何ですか。

○ ○

50

あなたは、市役所の高齢者支援
課で在宅医療・介護連携につい
て相談できることを知っていま
すか。

在宅医療・介護連携推進
事業の認知度を把握す
る。

○ ○

51

あなたは「在宅医療・介護連携
推進事業」として、どのような
ことに重点を置くべきだと思い
ますか。

在宅医療・介護連携推進
事業の今後の施策展開の
参考とする。

○ ○

潜在的な需要が利用につ
ながらない要因を把握す
る。

通常業務の中にＡＣＰを
組み込むことが可能か把
握する。
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訪問看護事業所及び訪問看護師アンケート設問について

アンケート設問に関する考え方
資料5-1

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

1 事業所番号を教えてください ○ ―

2 事業所名を教えてください ○ ―

3
令和８年１月１日現在、事業所
に従事している訪問看護師は何
人ですか

○ ○

4
令和７年12月の1ヶ月で何人の
利用者を受け入れましたか

○ ○

5
令和５年から令和７年の間の職
員採用数は何人ですか

○ ○

6
令和５年から令和７年の間の職
員離職者数は何人ですか

○ ○

7 離職の主な理由は何ですか ○ ○

8
現在の看護職員数で、新規の利
用者を受け入れる余裕がありま
すか

○ ○

9
現在、貴事業所では24時間対応
の体制をとっていますか

○ ○

10 年間看取り数を教えてください ○ ○

11
病院における退院前カンファレ
ンスが開催される時には、参加
していますか

○ ○

1
勤務先の事業所番号を教えてく
ださい

○ ―

2
勤務先の事業所名を教えてくだ
さい

○ ―

3
令和８年1月1日現在のあなたの
年齢を教えてください

○ ○

4
現在の勤務形態を教えてくださ
い

○ ○

5
あなたの臨床での経験年数を教
えてください

○ ○

6
訪問看護師としての経験年数を
教えてください

○ ○

7
退院支援や調整をする中でどの
ようなことに困りましたか

○ ○

8
医療機関によって退院支援・調
整の対応が異なり困ることがあ
りますか

○ ○

9
退院時に、病院の主治医または
連携担当者（地域連携室など）
と円滑な連携がとれていますか

○ ○

10
支援の過程で緊急時に主治医と
連携を図る必要がある場合、連
携が図れていますか

緊急時の医療と介護の連
携の現状を把握する。

○ ○

高齢者福祉計画及び
介護保険事業計画策定委員会

R8.5.28

退院調整等の時に、医療
と介護の連携が図れてい
るか現状を把握する。

事業所代表者（管理者等）への設問

各訪問看護師への設問

事業所の体制（状況）に
関する設問

基本項目を把握する。

基本項目を把握する。
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訪問看護事業所及び訪問看護師アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

11
連携が図れていない主な理由は
何ですか

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

12
利用者のケアプランなどについ
て居宅介護支援専門員と連携が
図れていますか

医療と介護の連携の現状
を把握する。

○ ○

13
連携が図れていない主な理由は
何ですか

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

14
利用者の服薬管理などについて
薬局（薬剤師）と連携が図れて
いますか

薬局（薬剤師）と連携が
図れているか現状を把握
する。

○ ○

15
連携が図れていない主な理由は
何ですか

医療と介護の連携の障壁
となっている要素を把握
する。

○ ○

16
利用者の在宅での生活について
ホームヘルパーと連携は図れて
いますか

ホームヘルパーと連携が
図れているか現状を把握
する。

○ ○

17
連携が図れていない主な理由は
何ですか

連携の障壁となっている
要素を把握する。

○ ○

18
利用者の在宅での生活について
地域包括支援センターと連携は
図れていますか

地域包括支援センターと
連携が図れているか現状
を把握する。

○ ○

19
連携が図れていない主な理由は
何ですか

連携の障壁となっている
要素を把握する。

○ ○

20
今後、医療機関との連携を図る
ために必要なことは何だと思い
ますか

関係機関との連携につい
て、訪問看護師が求めて
いるものが何かを把握す
る。

○ ○

21
利用者の在宅生活を支えるため
に連携を強めたい職種・機関は
どこですか

在宅生活を支えるにあた
り、連携強化が必要な職
種等を把握する。

○ ○

22
在宅での看取りを担当したこと
はありますか

○ ○

23
在宅での看取りに対して、訪問
看護師として不安や負担を感じ
たことはありますか

○ ○

24
どのようなことに不安や負担を
感じましたか

○ ○

25
利用者が在宅で最期を迎えたい
という意思がある場合は、連携
できる医師がいますか

在宅医療に取り組む医師
と訪問看護師の関係を把
握する。

○ ○

26
在宅医療を利用しやすくするた
めには、どのようなことが必要
だと思いますか

在宅医療の利用促進のた
め、訪問看護師が求めて
いるものが何かを把握す
る。

○ ○

27
あなたは、アドバンス・ケア・
プランニング（ＡＣＰ、人生会
議）について、知っていますか

ＡＣＰ（人生会議）の認
知度を把握する。

○ ○

28
ＡＣＰを利用者に対して実施し
たことがありますか

ＡＣＰの経験・浸透度合
を把握する。

○ ○

在宅での看取りを行うに
あたっての現状を把握す
る。
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訪問看護事業所及び訪問看護師アンケート設問について

設問
番号

設問 考え方
国
設問

市独自
設問

過去から
の継続
△：一部
変更

29

もし、家族や医療介護関係者等
の方と医療・療養について話し
合うきっかけがあるとすれば、
どのような出来事だと思います
か（話し合ったことがある人
は、何がきっかけでしたか）

ＡＣＰを実践する際、何
がきっかけとなりうるか
を把握する。

○ ○

30
ケアを提供する中でＡＣＰを実
践できますか

〇 ○

31
ＡＣＰを実践できないと思う理
由は何ですか

〇 ○

32

あなたは、市役所の高齢者支援
課で在宅医療・介護連携につい
て相談できることを知っていま
すか

在宅医療・介護連携推進
事業の認知度を把握す
る。

○ ○

33

あなたは「在宅医療・介護連携
推進事業」として、どのような
ことに重点を置くべきだと思い
ますか

在宅医療・介護連携推進
事業を普及するために、
訪問看護師が求めている
ものが何かを把握する。

○ ○

34
今後、認知症施策を進めていく
うえで、どのようなことに重点
を置くべきだと思いますか

訪問看護師の視点から、
市に求められているもの
が何かを把握する。

○ △

35

加古川市では、認知症の人や家
族を支援するために、市内の地
域包括支援センターに認知症地
域支援推進員を配置しています
が、知っていますか

認知症施策の一環として
平成25年度より各地域包
括支援センターに認知症
地域支援推進員を配置し
ているが、その認知度を
把握する。

○ ○

36
成年後見制度について制度の概
要を知っていますか。

成年後見制度に対する潜
在的なニーズを把握す
る。

○ ○

37
成年後見制度の相談ができる成
年後見支援センターが市内にあ
ることを知っていますか

成年後見支援センターの
認知度を把握する。

○ ○

38
あなたの担当している利用者の
制度等の利用状況を教えてくだ
さい

成年後見制度に対する潜
在的なニーズ（特に量的
側面）を把握する。

○ △

通常業務の中にＡＣＰを
組み込むことが可能か把
握する。
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